
進む、データセンタの仮想化
サーバ仮想化技術の革新的な進歩によ
り、必要なリソースを瞬時に提供可能な
クラウドサービスが展開され始めました。
しかし、サービス基盤となるインフラ上
では、各サーバが既存のネットワーク機
器の構成や設定に依存し、システム拡張
やリソースの移行に多くの時間と労力を
費やします。

さらに、パフォーマンスボトルネックの解
析は非常に困難で、その解決にはさらに
多くの時間を要します。また、マルチテ
ナント環境を必要とするプロバイダでは、
各社のデータの分離とSLAを保証する
ために、追加の投資と運用負荷を強いら
れます。

ここで必要とされるのが、インフラ内の
機器間接続の仮想化です。システム要件
に応じて、即時にリソース間を接続、仮
想アプライアンスとの連携で、データセ
ンタの仮想化が実現します。

XSIGO サーバ ファブリック
40Gbpsの高速サーバファブリックに
接続されたホスト上のリソース間を、ソ
フトウェアで定義したプライベート・バー
チャルインターコネクト™（以下、PVI : 
Private Virtual Interconnect）と呼ぶ
仮想イーサネットリンクにて接続します。
各 PVIは、独立したネットワーク接続と
して動作するため、VLANの設定や IP
アドレスを消費することなくネットワーク
の分離が可能です。

データセンタ内の仮想サーバ、仮想アプ
ライアンス、物理ホスト、ネットワーク、
ストレージ等のあらゆるリソースと任意
の仮想サーバ間を数秒で接続することが
できます。

サーバ ファブリックの特徴
• 40Gbps の広帯域 I/O
• VLAN を使わずにネットワークを分離
• 仮想アプライアンス環境の最適化
• サービスを止めずに構成変更
• 便利なツールで簡単運用
• 1000 サーバ接続の拡張性
• 機器コストを 50％ 削減
• ホストへは２本のケーブルのみ接続

XSIGO
サーバ ファブリック：
VLAN不要のプライベート接続
データセンタを仮想化

ソリューション シート

XSIGO なしの従来ネットワーク型
各VMは、複数のネットワーク機器やVLANを介して他VMやネッ
トワーク・ストレージに接続。複雑な機器構成・設定が必要とな
り、不十分なパフォーマンスや機器・運用コストの増大が課題に。

XSIGO ありの次世代ファブリック型
複雑なネットワーク構成や設定が不要なシングルファブリッ
ク。便利なツール上で仮想リンクを定義して、サービスを止め
ずに自在に VM,ネットワーク、ストレージ、ホスト間を接続。
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VLAN 運用をシンプルに
従来型のネットワークでは、リソース間の
リンクをはるために、スイッチやスイッチ
ポート、VLAN 等の複雑な設定が必要に
なります。

さらにネットワーク分離のために多数の
VLAN を使用し、その運用や VLANの枯
渇化が課題となっています。

PVI は、従来のネットワーク概念に依存し
ないため、VLAN あるいはイーサネットア
ドレス空間を消費せずにネットワークを分
離できます。その結果、貴重な VLAN リ
ソースを浪費せずにネットワークの構築が
可能になります。

既存インフラとの相互接続
XSIGOは、コアのネットワークに標準の
イーサネットおよびファイバチャネルポート
で接続されるので、既存のネットワーク構
成を変えずにシステム拡張ができます。

各ホスト内では、シーゴの仮想インタフェー
スは、従来のイーサネットNICとファイバ
チャネル HBAとして認識されます。サー
バファブリック上では、イーサネットおよび
ファイバチャネルの両方のトラフィックが
個別のリンクとして分離かつ統合され、そ
の結果、シンプルなネットワーク管理と物
理的なケーブリングを実現します。

スモールスタート
XSIGOのサーバファブリックでは、数台
のサーバから 1000台まで、システム要
件に応じて自在に拡張できます。既存の
1GE、10GE、および FCスイッチのイン
フラに接続し、ラックやブレードベースを
問わず、あらゆる X86サーバとの相互接
続が可能です。

ビジネスの成長に伴いファブリックの拡張
が必要な場合には、モジュールやシャーシ
を追加するだけ。少数のサーバでサービス
を開始し、オンラインで数千ノードにまで
拡張できます。

ソリューションの構成概要
I/O 仮想化コントローラ：外部ネットワー
クとストレージへの接続を提供していま
す。１面のサーバファブリック上に最大 8
台の I/O コントローラを接続・管理。

XMS 管理ソフトウェア：データセンタ全
体の接続トポロジーを１画面で表示。各イ
ンタフェース設定を含めたリモート運用が
可能です。

XSIGO サーバファブリック：サーバファブ
リックの拡張機能とスケーラビリティを提
供するために特別に設計されたホストドラ
イバ、プラグイン XMS、および OS が含
まれています。

仮想アプライアンスとの統合
仮想アプライアンスは、ハードウェアを
仮想サーバ上で用途別に実行されるソフ
トウェアで置き換えることにより、セット
アップ時間、コスト、電力とラックスペー
スを節減することができます。

XSIGO のサーバファブリックは、仮想ア
プライアンスの導入、設定、および運用
に関わる作業をシンプル化することで、
仮想データセンタの構築に理想的な接続
環境を提供します。XSIGO の PVI の利
用により、リソース間のプライベート接続
を数秒で作成することができます。

統合管理ツールによる運用
XMS (Xsigo Management System) の
利用により、Visioの図を作成するのと同
じような感覚で、ツールを使ってデータセ
ンタのトポロジーを構築できます。

１画面からデータセンタ全体の I / O接続
すべてを管理。PVI を含む、仮想サーバ、
仮想スイッチ、物理ホスト、ネットワーク
およびストレージリソース間の相互接続を
参照できます。

さらに VMWare社が提供する vSphere 
Client へのプラグインでツール統合もで
き、使いやすい運用環境を提供します。


